
標津町立標津中学校

第３学年 The Story of Chocolate

〔単元の目標〕※単元の目標や児童（生徒）と共有を図った「CAN-DOリスト」の関連する内容を記入

・絵や写真の内容を説明し、それを基にして教科書の本文の内容が再現できる。
（パフォーマンステストの内容：ＡＬＴにより日本に興味をもってもらえるよう歴史的建造物や人物について紹介する）

〔単元の目標の達成に向けた手立て〕※実践テーマに基づき、単元や内容のまとまりを通した手立てを記入

〔単元の目標の達成状況〕※「パフォーマンステスト」等の結果を記

入

〇 ほとんどの生徒が「おおむね満足できる」の評価を得る
ことができた。

〇 ＡＬＴからの質問に答えるなど、即興的なやり取りをす
ることができた。

〔改善の方向性〕※指導方法の改善内容を記入

・自分自身のことだけでなく、社会的な課題などに目を向
け、自分の意見や考えを表現できるようになるための指
導を工夫する。

・自分の考えを伝える表現を指導するとともに、英字新聞
を活用し多様な文に触れ考えを広げる機会を設ける。
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【様式】

手立て 資料

① Quizletを活用した単語学習、Kahoot!を使用した新出文法の反復練習を行い定着を図る。 A

② AIによる音読の評価（windows teams 音読練習機能）→到達度別に音読練習→暗唱→Retellingへ B

③ Retelling（教科書の絵と日本語の問を見ながら、本文の内容を要約） C

実践テーマ「指導の目的を踏まえたALTや１人１台端末の活用」



単元の目標の達成に向けた手立ての具体

① AIによる音読の評価→到達度別に音読練習→暗唱→Retelling（教科書の絵を見ながら本文の内容を要約）

【参考様式】

○ AIやALTを活用した音読練習 ○ 教科書のQRコードを読み取り、各自
で発音をチェックするように促す。

○ ALTと音読練習を行う。
〇 一斉に単語の発音を指導した後、AI
による発音診断で自らの発音チェッ
クを行う。

〔児童（生徒）の活動〕 〔教師の指導〕

○ 評価基準を示す。
・A→文の要約＋自分の考え
・B→文の要約（重要部分の暗唱）

〇 第３学年後半では教科書の本文につ
いての絵と日本語のポイントを見なが
らRetellingを行う。本文の内容を自ら
の言葉で言い換えられるようヒントを
提示する。

○ 本文のRetelling

〔工夫点〕

○ AIによる音読診断や
ALTによる直接の音読指
導など、多様な音読練習
方法を設定し、個別最適
な練習方法を選択できる
ようにした。

○ Retellingの前にレベル
に応じた音読練習を設定
することで、本文の内容
理解につなげた。

○ 練習をしながら、他の
生徒がRetellingの発表を
している生徒の様子から
ヒントを得られるように
した。



Qubenaの活用

【資料A】



AIによる音読診断結果（正確性）

【資料B】



AIによる音読診断結果（正確性）

【資料B】



AIによる音読診断結果（表現性）

【資料B】



AIによる音読診断結果（表現性）

【資料B】



教室環境

【資料B】


